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栃木農試研報癒18（1974）

夏小ギクの耐冬性新品種について

山　中

昭　雄

　　　　1　緒　　　言

　今日栽培されている夏ギクの大部分の品種は，

東海や瀬戸内の暖地で育成されたものが多く，

本県のような内陸部，特に黒ボクの畑地では越

冬中の吸枝に対する直接の凍害のほか，凍上に

よる断根，吸枝の切断．凍結層による干害など

の障害が大きく，露地栽培においては経営的に

安定収穫を得るほどの株立ちを期待できる品種

は少ない。したがって，露地夏ギク栽培の積極

的な導入をはかるためには，簡易な越冬法を開

　　　　　　　92）

発した試みもあるが　，耐冬性の品種を育成す

ることが最も効果的な手段であると考えられる。

　過去において，特定の生態型を対象とした育

種の形跡はなく，また，現存する品種のすべて

　　　　　　　　　　婁）

は遺伝的に極めて雑ばくで，かつ，その育種も

　　　　　　　　　　　　　　　　

古くから民間園芸家の経験的なカγによって行

われているため，品種の系譜，遺伝関係も明ら

かにされていない。したがって，耐冬性品種の

育成に関する記録はまったくない。しかし，既

成品種の中には，越冬状態にかなりの変異が観

察されるところから，ここに耐冬性を主目的と

した品種の育成を試み，有望な新品種を育成し

たので報告する。

　　　　n　育成経過

　1967年秋に，これまでの越冬状況などか

ら白麗ほか6品種を母本として。これらの品種

間，及び当場実生の2系統を花粉親として加え，

いずれも混合受粉により採種した。1968年

1月に母系別に実生し，6〜7月に予備選抜，

次年に第一次選抜を行い，1969年秋定植の

第二次選抜では，栽培上の特性のほか市場出荷

による評価も受け，おおむね育種目標に合致し

た系統の中から花色，開花期を考慮して，6系

統を選抜し，1970年新品種として命名した。

更に1970年に実施した実生系統間交配から

1系統，及び白麗からの枝変り1系統を選抜し，

1975年に両者を新品種として命名した。な

おこれらの関係は第1図に示した。また，育成

品種の特性一覧を第1表に示したが，これら品

種の耐冬性は，開花期と草丈との関係，切り花

収量などの対照品種との比較からも証明され，

選抜の効果は明らかである。

　　　　皿　特性概要

　1．栃の朝（とちのあさ）

　ごく早生で，白色弁の先端が赤く着色してい

るため，開花すれば白地に赤の目入りとなるボ

ンポン咲ぎである。紫かっ色の丈夫な茎で，花

首まで太い。命名は花色から栃木の郷のさわや

かな朝日になぞらえた。

　2．和楽（わらく）

　早生，葬紅色の二重弁で心は黄色となり，八

重咲きの多い早生小ギクの中では消費の面で特

徴がある。早生としては草丈の伸びもよいが，

着葉間隔はややあらい，命名は色調から，郷土

芸能和楽おどりのなごやかなふん囲気を連想さ

せるごとによった0

　5　鬼怒の華（きぬのはな）

　開花始めはとう赤色，開花が進むにしたがい
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